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載
さ
れ
た
も
の
で
す
。〕

　

い
よ
い
よ
戦
争
へ
の
道
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
戦
後
70
年
」は「
戦
前
０
年
」と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

昨
年
７
月
１
日
に
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
集
団
的
自
衛
権
と
は
、

攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
国
と
一
緒
に
武
力
攻
撃
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
日
本
が
戦
後
、

守
っ
て
き
た
「
専
守
防
衛
」
の
国
是
（
自
国
が
攻
撃
を
受
け
て
い
な
い
の
に
反
撃
し
た
り
、
他
国
間
の
戦
争
に
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加
わ
っ
て
海
外
で
武
力
を
行
使
し
た
り
し
な
い
こ
と
）
を
大
き
く
逸
脱
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
３
月
20
日
に
、
そ
の
法
案
化
に
向
け
て
の
与
党
協
議
会
で
の
合
意
文
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
４
月
17
日
に

は
全
体
像
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
自
民
・
公
明
両
党
か
ら
の
強
い
異
存
は
出
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
４
月
下
旬
で
の
与
党
合
意
や
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
の
再
改
定
、
日

米
首
脳
会
談
な
ど
を
経
て
、
５
月
中
旬
に
関
連
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
通
常
国
会
は
６
月
24
日
ま
で

の
会
期
で
す
が
、
８
月
上
旬
こ
ろ
ま
で
延
長
し
て
成
立
を
目
指
す
方
針
だ
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
関
連
法
案
は
「
安
全
保
障
法
制
」
の
整
備
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
戦
争
へ
の
参
加
を

可
能
に
す
る
た
め
の
「
戦
争
法
制
」
の
整
備
で
す
。「
安
全
を
保
障
」
す
る
と
い
う
よ
り
、
自
衛
隊
員
を
は
じ
め

日
本
国
民
の
安
全
を
危
う
く
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
安
倍
首
相
に
よ
る
軍
国
主
義
（
ミ
リ
タ
リ

ズ
ム
）
の
具
体
化
を
意
味
す
る
も
の
で
、“
ア
ベ
ノ
ミ
リ
タ
リ
ズ
ム
”
の
開
始
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
戦
争
法
制
」
の
全
体
像
は
、
３
月
20
日
の
与
党
協
議
会
で
合
意
さ

れ
た
「
安
全
保
障
法
制
整
備
の
具
体
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
」
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下

の
５
つ
の
分
野
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

第
１
は
「
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
侵
害
へ
の
対
処
」
で
、
訓
練
中
の
米
軍
や
他
国
軍
の
武
器
警
護
、
離
島
占

拠
か
ら
の
武
装
勢
力
の
排
除
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
へ
の
警
戒
・
監
視
な
ど
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
主
に
自
衛
隊
法
の
改
定
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
は
「
我
が
国
の
平
和
と
安
全
に
資
す
る
活
動
を
行
う
他
国
軍
隊
に
対
す
る
支
援
活
動
」
で
、
周
辺
事
態
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安
全
確
保
法
の
「
周
辺
」
と
い
う
概
念
を
削
除
し
て
地
理
的
限
定
の
な
い
「
重
要
影
響
事
態
」
を
新
設
し
、
世

界
中
の
ど
こ
で
で
も
他
国
軍
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
３
は
「
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
へ
の
一
層
の
貢
献
」
で
、「
国
際
社
会
の
平
和
と
安
全
の
た
め
に
活
動
す

る
他
国
軍
隊
に
対
す
る
支
援
活
動
」
と
「
国
際
的
な
平
和
協
力
活
動
の
実
施
」
の
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
前

者
は
新
法
と
し
て
恒
久
法
を
制
定
し
て
い
つ
で
も
他
国
軍
の
戦
闘
支
援
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
後
者
は
国
連
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
で
自
衛
隊
が
武
装
勢
力
に
襲
わ
れ
た
他
国
部
隊
な
ど
を
助
け
る
駆
け
つ
け
警
護
、
任

務
遂
行
の
た
め
の
武
器
使
用
、
国
連
が
関
与
し
な
い
治
安
維
持
や
停
戦
監
視
活
動
な
ど
を
「
国
際
連
携
平
和
安

全
活
動
」
と
規
定
し
て
有
志
国
連
合
で
の
治
安
維
持
任
務
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
す
。
主
に
国
際
平
和
協
力
法

関
連
に
な
り
ま
す
。

　

第
４
は
「
憲
法
９
条
の
下
で
許
容
さ
れ
る
自
衛
の
措
置
」
で
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
「
本
来
任
務
」
に
す

る
こ
と
、
新
「
３
要
件
」
に
よ
る
「
新
事
態
」
で
の
海
外
派
兵
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
す
。
主
に
自
衛
隊
法
と

武
力
攻
撃
事
態
対
処
法
の
改
定
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

第
５
は
「
そ
の
他
関
連
す
る
法
改
正
事
項
」
で
、
①
ど
こ
で
も
船
舶
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
船

舶
検
査
活
動
法
）、②
米
軍
に
対
す
る
支
援
活
動
や
弾
薬
の
提
供
、給
油
な
ど
を
可
能
に
す
る
こ
と
（
自
衛
隊
法
）、

③
人
質
に
な
っ
た
在
外
日
本
人
を
自
衛
隊
が
武
器
を
も
っ
て
救
出
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
（
自
衛
隊
法
）、
④

「
国
家
安
全
保
障
会
議
の
審
議
事
項
」
に
つ
い
て
必
要
な
法
改
定
を
検
討
す
る
こ
と
（
国
家
安
全
保
障
会
議
設
置

法
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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戦
地
派
兵　

歯
止
め
な
し

　

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
回
の
法
改
定
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
以
下
の
点
を
指
摘
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

第
１
に
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」
に
関
す
る
の
は
第
４
の
分
野
だ
け
で
、
そ
れ
が
中
心
で
あ
る
と
は

い
え
、「
戦
争
法
制
」
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、「
純
然
た
る
平
時
で
も
有
事

で
も
な
い
事
態
」（
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
事
態
）
で
の
自
衛
隊
投
入
、「
周
辺
」
の
制
約
を
外
し
た
「
重
要
影
響
事
態
」

の
新
設
や
新
法
「
国
際
平
和
支
援
法
」（
国
際
「
戦
争
」
支
援
法
？
）
制
定
に
よ
る
自
衛
隊
の
海
外
展
開
、
Ｐ
Ｋ

Ｏ
法
の
改
定
に
よ
る
自
衛
隊
の
活
動
領
域
や
武
器
使
用
権
限
の
拡
大
な
ど
が
目
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、「
事
態
」
と
い
う
用
語
が
多
用
さ
れ
、
分
か
り
に
く
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
「
武
力
攻
撃
事
態
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、「
存
立
危
機
事
態
」「
重
要
影
響

事
態
」「
国
際
平
和
共
同
対
処
事
態
」
な
ど
が
新
た
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、「
存
立
危
機
事
態
」
は
、

密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
発
生
し
、
わ
が
国
の
存
立
が
脅
か
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ

る
事
態
を
示
し
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
認
め
る
新
「
３
要
件
」
に
関
連
す
る
も
の
で
す
が
、
他
の
「
事
態
」

は
基
本
的
に
集
団
的
自
衛
権
と
は
無
関
係
で
す
。

　

第
３
に
、「
歯
止
め
」
は
形
だ
け
で
、
実
質
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
海
外
派
遣
の
具
体
的
な
基
準
は
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な
く
、「
明
白
な
危
険
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
も
不
明
で
す
。
公
明
党
が
主
張
し
て
い
る
「
国
際
法

上
の
正
当
性
」
に
つ
い
て
は
「
国
連
決
議
等
」
と
さ
れ
、
決
議
に
類
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
よ
く
、「
国
会
の
関
与
」

も
「
例
外
な
し
に
事
前
承
認
」
と
さ
れ
た
も
の
の
、「
７
日
以
内
」
と
い
う
枠
が
は
め
ら
れ
ま
し
た
。
自
民
党
が

衆
参
両
院
で
過
半
数
以
上
で
あ
れ
ば
、
国
会
で
の
チ
ェ
ッ
ク
も
働
き
ま
せ
ん
。「
自
衛
隊
員
の
安
全
の
確
保
」
に

至
っ
て
は
「
必
要
な
措
置
を
定
め
る
」
と
し
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
す
。

　

第
４
に
、
以
上
の
結
果
、
自
衛
隊
員
の
リ
ス
ク
は
格
段
に
高
ま
り
、
自
衛
隊
発
足
以
来
「
殺
し
、
殺
さ
れ
る
」

こ
と
の
な
か
っ
た
自
衛
隊
員
に
死
傷
者
が
出
る
こ
と
は
確
実
で
す
。「
日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
他
国
」
と
あ

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
米
軍
な
ど
の
「
他
国
軍
」
で
あ
り
、
そ
の
後
方
支
援
や
機
雷
除
去
作
業
へ
の
自
衛
隊
の

協
力
こ
そ
が
今
回
の
法
整
備
の
主
眼
で
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
に
参

加
し
た
ド
イ
ツ
軍
に
54
人
の
死
者
が
出
た
よ
う
に
、
後
方
支
援
に
限
定
し
て
い
て
も
死
傷
者
は
避
け
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
。

　
　
　

な
し
崩
し
の
自
衛
隊
派
兵

　

こ
の
よ
う
な
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
は
、
こ
れ
ま
で
も
な
し
崩
し
に
進
ん
で
き
ま
し
た
。
91
年
の
湾
岸
戦
争
が

き
っ
か
け
で
す
。
こ
の
時
、
機
雷
掃
海
の
た
め
に
海
上
自
衛
隊
の
掃
海
艇
が
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
初
の
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
に
な
り
ま
す
。
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翌
92
年
に
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
維
持
活
動
）
協
力
法
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
陸
上
自
衛
隊
が
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
自
衛
隊
の
地
上
部
隊
の
初
め
て
の
海
外
派
兵
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
以
降
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
（
93
年
）、
ゴ
ラ
ン
高
原
（
96
年
）、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
（
02
年
）
へ
の
派
遣
な
ど
が
続
き
ま
し
た
。

　

他
方
、
日
米
間
の
軍
事
協
力
に
つ
い
て
は
、
78
年
に
初
め
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
結
ば
れ
、
航
空
自
衛
隊
初

の
日
米
共
同
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
97
年
に
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
あ
り
、
99
年
に
は
周
辺
事
態
法

な
ど
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
関
連
３
法
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

01
年
に
は
米
国
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
の
「
対
テ
ロ
戦
争
」
宣
言
に
よ
っ
て
新
し

い
局
面
に
入
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
が
勃
発
し
て
テ
ロ
対
策
特
措
法
が
成
立
し
、
海
上
自

衛
隊
等
の
補
給
艦
等
３
隻
が
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
さ
れ
、
米
海
軍
な
ど
外
国
艦
船
へ
の
給
油
な
ど
に
従
事
し
ま
す
。

　

03
年
に
は
イ
ラ
ク
戦
争
が
始
ま
り
、
イ
ラ
ク
復
興
特
別
措
置
法
、
武
力
攻
撃
事
態
法
な
ど
有
事
関
連
３
法
が

成
立
。
04
年
に
陸
上
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
の
サ
マ
ー
ワ
に
、
航
空
自
衛
隊
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
空
港
に
派
遣
さ
れ
て
米

軍
な
ど
の
物
資
・
兵
員
を
輸
送
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
イ
ラ
ク
の
武
装
グ
ル
ー
プ
が
日
本
人
３
人
を
拉
致
し
て

自
衛
隊
の
撤
退
を
要
求
し
ま
し
た
が
、
交
渉
に
よ
っ
て
こ
の
３
人
は
無
事
生
還
し
て
い
ま
す
。

　

04
年
に
は
国
民
保
護
法
な
ど
有
事
関
連
７
法
も
成
立
し
、
08
年
に
は
失
効
し
た
テ
ロ
対
策
特
措
法
の
後
継
で

あ
る
新
テ
ロ
対
策
特
措
法
を
根
拠
に
、
再
び
海
上
自
衛
隊
が
イ
ン
ド
洋
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
09
年
に
は
、
ソ

マ
リ
ア
沖
の
海
賊
行
為
へ
の
対
処
を
目
的
に
海
上
自
衛
隊
が
派
遣
さ
れ
、
ジ
ブ
チ
に
基
地
が
お
か
れ
ま
す
。
こ

れ
は
自
衛
隊
唯
一
の
海
外
基
地
と
な
り
、
警
備
の
た
め
に
陸
上
自
衛
隊
、
物
資
と
人
員
の
輸
送
の
た
め
に
航
空
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自
衛
隊
も
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
年
に
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
協
力
法
に
も
と
づ
い
て
陸
上
自
衛
隊
が
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣
さ
れ
、
首
都
ジ
ュ
バ
と
そ

の
周
辺
で
道
路
整
備
な
ど
に
従
事
し
ま
し
た
。
約
４
０
０
人
が
駐
屯
し
て
い
ま
す
が
、
現
地
情
勢
の
悪
化
に
よ

っ
て
宿
営
地
外
で
の
活
動
は
自
粛
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
徐
々
に
拡
大
さ
れ
て
き
た
戦
争
法
制
整
備
と
海
外
派
兵
の
集
大
成
が
、
今
回
の
法
整
備
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
な
し
崩
し
的
に
少
し
ず
つ
既
成
事
実
化
し
て
き
た
こ
と
を
、
正
々
堂
々
と
幅
広
く
や
れ
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
先
制
攻
撃
を
含
む
ど
の
よ
う
な
戦
争
に
つ
い
て
も
、

政
府
の
一
存
で
米
軍
な
ど
と
の
共
同
作
戦
に
加
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
　
　

ア
ジ
ア
諸
国
の
眼

　

自
衛
隊
が
海
外
の
紛
争
に
関
与
し
や
す
く
な
り
、
武
器
の
使
用
範
囲
が
拡
大
し
、「
現
に
」
戦
闘
行
為
が
行
わ

れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
戦
場
に
送
ら
れ
れ
ば
、
死
傷
者
が
出
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
す
。

自
衛
隊
員
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
リ
ス
ク
の
高
い
任
務
に
従
事
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
問
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

第
１
に
、
地
方
自
治
体
や
国
民
も
戦
争
協
力
に
向
け
て
動
員
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。
国
民
保
護
法

で
は
、
国
や
自
治
体
の
動
員
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
が
防
衛
出
動
命
令
を
受
け
れ
ば
、
民
間
企
業
（
指
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定
公
共
機
関
）や
地
方
自
治
体
も
組
み
込
ま
れ
、不
動
産
の
使
用
や
物
資
の
収
容
が
可
能
と
な
り（
徴
発
）、医
療
・

建
設
・
輸
送
な
ど
の
従
事
者
に
は
業
務
従
事
命
令
が
出
さ
れ
る
（
徴
用
）
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
最
近
の
戦
争

は
「
民
営
化
」
が
進
み
、
輸
送
や
警
備
な
ど
に
民
間
企
業
が
動
員
さ
れ
、
社
員
の
犠
牲
者
が
出
る
例
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

第
２
に
、
海
外
派
兵
の
た
め
の
特
別
の
部
隊
や
装
備
の
た
め
に
税
金
が
無
駄
遣
い
さ
れ
ま
す
。
防
衛
費
は
３

年
連
続
で
増
加
し
、
今
年
度
は
過
去
最
高
の
４
兆
９
８
０
１
億
円
と
な
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
、
無
人
偵
察
機
、
水

陸
両
用
車
購
入
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
13
年
12
月
に
新
し
い
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
、５
年
間
で
25
兆
円
の
防
衛
費
と
、水
陸
機
動
団
の
編
成
、ヘ
リ
空
母
型
の
巨
大
護
衛
艦
６
隻
、

イ
ー
ジ
ス
艦
８
隻
の
保
有
な
ど
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
自
衛
隊
の
海
外
展
開
を
可
能
と
す
る
装
備

で
す
。

　

第
３
に
、
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
な
ど
米
国
に
敵
対
す
る
勢
力
か
ら
敵
視
さ
れ
、
日
本
人
が
狙
わ
れ
る
危
険
性
が

高
ま
り
ま
す
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
は
１
人
が
殺
害
さ
れ
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
は
10
人
が
殺
害
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
Ｉ
Ｓ
（
イ
ス
ラ
ム
国
）
に
よ
る
２
人
の
殺
害
と
い
う
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
米
軍
と
の
軍
事
協
力
が
深
ま
る

に
つ
れ
て
日
本
人
の
被
害
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
日
米
同
盟
が
強
化
さ
れ
れ
ば
、
海
外

の
日
本
人
だ
け
で
な
く
、
国
内
で
の
テ
ロ
事
件
の
発
生
を
引
き
起
こ
す
危
険
性
を
高
め
る
で
し
ょ
う
。

　

第
４
に
、
日
米
同
盟
の
強
化
は
日
本
の
国
際
的
孤
立
を
招
く
可
能
性
を
高
め
ま
す
。
国
際
秩
序
が
多
極
化
す

る
中
で
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
地
位
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
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の
例
が
示
す
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に
追
随
し
た
日
本
は
カ
ヤ
の
外
に
置
か
れ
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
力
を
弱
め

て
き
て
い
る
ア
メ
リ
カ
へ
の
追
随
と
、
ア
ジ
ア
で
の
影
響
力
を
強
め
て
い
る
中
国
を
敵
視
す
る
外
交
が
い
か
な

る
失
敗
を
も
た
ら
す
か
を
、
こ
の
こ
と
は
明
瞭
に
示
し
て
い
ま
す
。

　

第
５
に
、「
武
力
に
頼
ら
な
い
平
和
構
築
」
の
可
能
性
を
狭
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
紛
争
処
理
に
従
事
し
て

き
た
伊
勢
崎
賢
治
東
京
外
語
大
教
授
は
「
自
衛
隊
の
イ
メ
ー
ジ
に
フ
ィ
ッ
ト
す
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
非
武
装

の
軍
事
監
視
団
、
停
戦
監
視
団
」
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
軍
事
力
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
強
め
米
軍
と
の
戦
争
協

力
体
制
を
整
備
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
日
本
独
自
の
役
割
の
発
揮
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
国
際
紛
争

解
決
の
た
め
の
唯
一
の
道
を
閉
ざ
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

戦
後
の
日
本
は
、
戦
前
と
は
違
う
国
と
な
っ
た
こ
と
、
平
和
国
家
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を
、
ア
ジ
ア
の

国
々
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
引
っ
越
す
こ
と
の
で
き
な
い
日
本
は
、
近
隣
諸
国
と
和

解
し
て
歴
史
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
し
か
、
ア
ジ
ア
で
は
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
歴
史
認
識
と
外
交
・
安
全
保
障
政
策
の
戦
前
回
帰
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
努
力
を

放
棄
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
日
米
同
盟
の
強
化
の
た
め
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
良

好
な
関
係
が
な
け
れ
ば
米
国
の
信
頼
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
安
倍
首
相
が
最
も
理
解
し
て
い
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
す
。

　

紛
争
や
戦
争
の
な
い
世
界
、
不
信
や
対
立
の
な
い
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
米
軍
や
基
地
の
な
い
日
本
。
こ
の
よ
う

な
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
ど
う
近
づ
い
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め
に
役
立
つ
よ
う
な
選
択
な
の
か
。
こ
れ
こ
そ
が
、
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今
後
の
日
本
の
進
路
を
考
え
る
う
え
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
視
点
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　


